
　

艶
消
し
黒
の
鉄
骨
を
む
き
出
し
に
し
た

ガ
レ
ー
ジ
空
間
や
、
2
F
の
居
住
ス
ペ
ー

ス
の
豊
か
な
吹
き
抜
け
が
魅
力
の
ガ
レ
ー

ジ
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト『
G
L
B
』。充
実
し

た
ガ
レ
ー
ジ
空
間
が
あ
る
の
で
、
当
然
で

す
が
居
住
者
は
ク
ル
マ
の
格
納
を
目
的
に

す
る
人
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、い
ま
本
当
に
困
っ
て
い
る
の

は
、
も
し
か
し
た
ら
都
会
に
住
む
バ
イ
ク

ユ
ー
ザ
ー
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
つ
ね

に
盗
難
や
イ
タ
ズ
ラ
に
苛
ま
れ
る
都
市
部

の
バ
イ
ク
事
情
。
バ
イ
ク
専
用
の
賃
貸
ガ

レ
ー
ジ
を
探
し
て
も
空
室
が
少
な
く
、
ま

た
少
し
郊
外
に
あ
っ
た
り
と
、
住
む
と
こ

ろ
の
近
く
に
絶
好
の
バ
イ
ク
格
納
庫
は
そ

う
そ
う
な
い
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

　

結
果
、バ
イ
ク
の
所
有
自
体
を
あ
き
ら

め
て
い
る
ラ
イ
ダ
ー
も
少
な
く
な
い
の
で

す
。こ
れ
は
極
め
て
残
念
な
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、今
回
は
最
大
で
バ
イ
ク
4
台

を
格
納
で
き
る
ガ
レ
ー
ジ
を
備
え
た
バ
イ

ク
専
用
G
L
B
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

ク
ル
マ
用
G
L
B
と
の
最
大
の
違
い

は
、
奥
行
き
が
3
ス
パ
ン
／
5
・
4
m
に

縮
小
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
都
市
部
の
間
口
の
狭
い
敷
地
に
も

お
さ
ま
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
前
面
の

通
路
も
ク
ル
マ
の
取
り
回
し
よ
り
は
飛
躍

的
に
少
な
い
ス
ペ
ー
ス
で
O
K
な
の
で
、

C
G
に
あ
る
よ
う
な
旗
竿
の
敷
地
で
も

土
地
の
有
効
活
用
が
で
き
る
の
で
す
。

　

内
部
も
や
は
り
そ
の
艶
消
し
の
鉄
骨
フ

レ
ー
ム
が
作
り
出
す
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
な

空
間
が
特
徴
。
バ
イ
ク
用
G
L
B
で
は
、

そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
さ
ら
に
増
幅
す
る
た
め

ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
の
内
壁
を
多
用
し
て
い
る

の
も
特
徴
で
す
。特
に
夜
、シ
ッ
ク
な
鉄
骨

の
素
材
感
が
、
忙
し
い
あ
な
た
の
脳
細
胞

を
沈
め
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

デイトナ が 提 案 する
新しい建築のカタチ

代表：玉田敦士
www.ldk.co.jp
03-6228-4933

デイトナをはじめ、カーマ
ガジンでの長期連載、ムッ
ク本である CAR&HOME
にて、常にクルマと住宅の
関係について提案し続けて
きた建築プロデュース会社
LDK inc。建築設計はもち
ろんのこと、建築システム
の開発や商品開発も行う。

クルマ用GLBとは違いバイク用GLBは、シャッターを小ぶりに設定。同行の士がひとりでにコミ
ュニティーを形成してしまう豊かな環境は、当然大家さんにとっても安定した有効活用資産にな
ることでしょう。世帯数は土地の大きさに合わせてアコーディオンのように調節可能です。

艶消し黒の鉄骨フレームで縁取られたグリーンを基調としたガルバリウム鋼板は、さながらコン
テナのようなワイルド感を演出。そして豊かな吹き抜けを実現。キッチンからテレビ台まで伸びて
いるロングなカウンターは、次のページでもご紹介しているオリジナルの『FASブラケット』。

道路の接道が2mしかなく、奥で広がっているよう
な旗竿敷地でも、バイクGLBであればフルスイング
に有効活用可能です。後は高度斜線（北側隣地にある
住宅の日当たりに配慮した規制）をクリアするだけ。
これも案外難題なのですが、最悪は最上部の鉄骨パ
ネルの高さを特注で調整することもできます。

詰め込めば最大4台、3台なら余裕のスペースが分か
る平面図。バイク一台で他はメンテナンス場所として
使うのもオススメです。空間を有効活用するため、お風
呂は思い切って湯船を排除し、ユニットシャワーのみ
を設定。オリジナルの分解式らせん階段『ダイナソーボ
ーン』の素材感もバイクを際立たせます。

都
市
の
旗
竿
敷
地
で
も
有
効
活
用
可
能

バ
イ
ク
専
用
G
L
B
の
潜
在
能
力

都
市
部
に
在
住
の
バ
イ
ク
好
き
の
方
に
朗
報
で
す
。都
市
空
間
の
制
限
の
多
い
敷
地
で
も

設
定
可
能
な
バ
イ
ク
専
用
ガ
レ
ー
ジ
ア
パ
ー
ト
の
開
発
が
つ
い
に
始
ま
り
ま
し
た
。

モ
ー
タ
ー
ラ
イ
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
さ
ら
に
進
化
す
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
！　

デイトナハウスを構成するのは、LGSと呼ばれる軽量
鉄骨のパネルで、厚さ3.2㎜、幅12.5㎝、厚み5㎝の『C
チャンネル』と呼ばれる部材を、横幅180㎝、縦270㎝
の長方形に溶接して製作しています。対角線のクロス
したパーツは、『ブレース』と呼ばれる筋違いで、力の伝
達を受け持つ大切な役割を持っています。“柱”と“梁”
と呼ばれる縦と横の部材を使って軸組を作っていく
一般的な建築とは違って、デイトナハウスはこのLGS 
パネルを連結することで住宅、ガレージ、別荘、店舗、マ
ンションなどの様々な建築を可能とする、全く新しい
カタチのシステムなのです。つまりこのLGSパネルを
使った建物全てがデイトナハウスと言う訳です。パネ
ルの枚数を数えるだけで、建築の広さ、およその予算が
イメージできる分かりやすさと、パウダーコーティン
グが施されたその鉄の素材感が醸し出すハードボイル
ドな空間のテイストも持ち味です。

Text/Atsushi TAMADA　CG/Kenta KITAGAWA（ldk）, Soma YOKOI
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Text/Atsushi TAMADA

　

デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
が
独
自
に
開
発
し
た

高
床
式
工
法『
ス
パ
イ
キ
ー
L
G
S
』。様
々

な
実
例
が
全
国
で
展
開
中
で
す
の
で
、
す

で
に
ご
存
じ
の
方
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
こ
で
は
さ
ら
に
一
段
掘
り
下
げ
て
そ
の

魅
力
を
ご
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
ス
パ
イ
キ
ー
工
法
と
は
、
先
端
に

羽
の
付
い
た
鋼
管
杭
を
精
度
管
理
し
な
が

ら
打
ち
込
み
、
そ
の
上
に
ト
ラ
ッ
ク
の
シ

ャ
シ
ー
の
よ
う
な
鉄
骨
土
台
を
回
し
、
さ

ら
に
そ
の
上
に
L
G
S
工
法
の
鉄
骨
パ
ネ

ル
で
建
築
を
構
成
す
る
も
の
で
、
建
築
基

準
法
の
関
係
で
原
則
的
に
は
平
屋
の
建
物

に
適
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
合
理
性
は
何

と
言
っ
て
も
過
剰
な〝
基
礎
〞や〝
擁
壁
〞を

必
要
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
般

に
上
の
写
真
の
よ
う
な
斜
面
で
の
建
築
の

場
合
、
最
初
に
大
規
模
な
掘
削
工
事
を
行

い
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
の
よ
う
な
擁
壁

を
作
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し

て
土
を
堰
き
止
め
て
お
い
て
、
さ
ら
に
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
を
作
り
ま
す
。
こ
れ

に
は
時
間
も
労
力
も
必
要
に
な
り
、
そ
し

て
当
然
コ
ス
ト
も
高
く
な
り
ま
す
。
そ
の

点
こ
の
ス
パ
イ
キ
ー
工
法
は
擁
壁
も
基
礎

も
要
り
ま
せ
ん
。わ
か
り
や
す
い「
合
理
性
」

そ
の
も
の
な
の
で
す
。ま
た
、木
の
根
を
切

断
す
る
こ
と
も
極
力
少
な
く
、
必
要
以
上

の
土
砂
を
掘
削
す
る
こ
と
も
な
い
、
地
球

に
や
さ
し
い
工
法
で
も
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
的
に
は
、余
分
な
こ
と
は
何

も
し
な
く
と
も
、
そ
の
ふ
わ
り
と
浮
か
び

上
が
っ
た
フ
ォ
ル
ム
は
、
他
の
追
随
を
許

し
ま
せ
ん
。上
の
写
真
は
よ
く「
外
国
で
す

か
？
」と
尋
ね
ら
れ
る
の
で
す
が
、そ
れ
ほ

ど
日
本
に
は
高
床
式
の
実
例
が
少
な
い
の

で
す
。
デ
ザ
イ
ン
の
基
調
は
ミ
ッ
ド
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
。1
9
5
0
年
代
、
ア
メ
リ
カ

西
海
岸
の
建
築
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
意
匠
性

を
踏
襲
し
て
い
ま
す
。
限
り
な
く
フ
ラ
ッ

ト
に
近
い
、
超
緩
勾
配
の
切
妻
屋
根
を
作

り
、
そ
の
庇
が
外
部
に
直
線
的
に
伸
び
て

い
き
ま
す
。内
部
の
天
井
が
、ガ
ラ
ス
一
枚

隔
て
て
庇
に
連
続
し
て
い
る
よ
う
な
意
匠
。

室
内
空
間
が
そ
の
ま
ま
外
部
に
伸
び
て
い

く
よ
う
な
印
象
の
演
出
。
そ
れ
が
ミ
ッ
ド

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
の
作
法
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
自
然
を
敵
対
視
し
て
い
た
西

洋
建
築
が
、
自
然
と
一
体
化
す
る
意
匠
と

し
て
設
定
し
た
1
9
5
0
年
代
デ
ザ
イ

ン
。
ス
パ
イ
キ
ー
工
法
は
経
済
合
理
性
と

デ
ザ
イ
ン
性
が
高
度
に
融
合
し
た〝
新
し

い
建
築
の
カ
タ
チ
〞な
の
で
す
。

高床式『Spiky』が表現する
合理性と秀逸なフォルムの両立
デイトナハウスのオリジナル高床式工法『Spiky-LGS』は、コスト&工期の合理性に優れ、
秀逸なデザイン性も高レベルで実現しています。その神髄をここではご紹介しましょう。

遥か昔から存在した
日本ならではの建築の姿

“高床式倉庫”と呼ばれるこの形式の建物は、弥生
時代以降の稲作を始めた大規模集落の遺跡に必ず
あるものですが、最初はお米の貯蔵庫として説明
されるこの形式が、やがて階級の高い人間の住居
にまで波及します。それまでの竪穴式から高床式
へ、この劇的変化は、やはり日本列島の高温多湿が
もたらしたものです。「家は夏を旨とすべし」とい
う言葉のように、床下から換気をとって涼をとる。
空気の流通をよくして畳のような亜熱帯性の床材
に座って生活する。今の高気密住宅とは真反対の
考え方です。デイトナハウスは日本の気候風土に
合った住居のカタチ、生活のカタチの源流にさか
のぼって様々な考案をしていきます。

兵庫県相生市で建築中のSpiky-LGSの骨組み写真。
重厚感のある鉄骨骨組みがフワリと浮かび上がって
いる様子は更に印象的で、この段階で建物への愛着の
バロメーターは振り切ってしまいます。床には50㎜
の断熱材と一体になったコンクリート板を使用。

万力の固定金具を応用したFASブラケットの締め付け部分。
この無骨さがデイトナハウスには似つかわしい。皮の素材感
との相性も抜群。ディスプレイ欲を掻き立ててくれる。

笠井町GLBプロジェ
クトの鉄骨建て方風
景写真。林立する艶
消し黒の鉄骨群が、
建物の堅牢さを見る
ものに実感させる。
しかもこの骨組みは
内部の空間の重要な
アクセントでもある。 静岡県浜松市中区葵西5-23-23　053-482-7415　www.balancedesign.jp/daytonahouse

ふわりと浮かび上がりながら直線的な庇の
ラインを強調するミッドセンチュリースタ
イル。浮かび上がるので4辺で家のカタチ
を認識します。その結果、建物のプロポーシ
ョン／縦横比率もデザインの重要な要素に
なるのです（写真は茨城県の行方ファーマ
ーズヴィレッジにあるクラブハウス）。

LGSは構造体でありながら家具にもなる
室内をさらに楽しくする『FASブラケット』

浜松市内でガレージアパートの続々進行中
GLB第2弾 笠井町プロジェクト

であることの意味が、より鮮明に浮かび上がります。
DIY商品ですから、自分でどんどん棚の数や場所を
設定できる楽しさもあります。カウンターの板材も、
ウォールナット、レッドオークなどの色の濃い堅木
から、タモ、ナラなどのナチュラル系板材、杉や松な
ど日本の針葉樹系に至るまで様々に楽しめます。近
くそれらのバリエーションもリリース予定です。
　FASブラケットの可能性は棚のステーに留まり
ません。勉強机やカウンター、洗面台、キッチンなど、
さまざまな用途を開発していく予定です。また、ガレ
ージの工具やコード類、スペアタイヤの収納用の製
品や、サーフボードや自転車の壁掛け金具類、カヌー
やボートの吊り下げ用金具など、可能性は無限大。何
しろ構造体が家具なのですから、これほどしっかり
して頼りになるものはないのです。詳しい情報は、デ
イトナハウスのWEBサイトを覗いてみてはいかが
でしょうか？

　構造体である艶消し黒のLGSパネルには、外壁材
を固定するために600㎜ピッチに角パイプの胴縁
があらかじめ取り付けられています。その胴縁に万
力の金具を応用した留め金具で締めつけて、棚やカ
ウンターのステーを形成する。それが新たに開発し

　モーターライフの聖地浜松で、先ごろオープンし
た『balanceGLB』に引き続き、浜松第2弾『笠井町
プロジェクト』も進行中です。現在鉄骨建て方、屋根
工事も完了して、7月オープンに向けて急ピッチで
快進撃中。曲面屋根Rスパンの一部はルーフデッキ
になっている“タウンハウス仕様”を採用。GLBの可
能性はますます広がります。出来上がりが実に楽し
みです。近く事前賃貸募集を開始予定。詳しいスペッ
クはデイトナハウスのウェブサイトでご確認くださ
い。浜松エリアでは、さらに続編も企画中、さすがモ
ーターライフ発祥の地ですね。

た『FASブラケット 』です。FASとは“Furnituer 
Although Structure”の略で、文字通り“構造なのに
家具である”の意味。構造体と同じく、艶消し黒の紛
体塗装焼き付けを施されたFASブラケットがある
ことで、デイトナハウスが骨組みを露出させた住宅

Daytona HOUSE × LDK SHIZU HAMA
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　今年で3年目を迎える、北海道のアメリカンカル
チャーイベント『PLUG IN SAPPORO』がGWの
最終日5月5日〜 6日に渡って開催されました。当
日はあいにくの天気であったにもかかわらず、会場
は大盛況。 デイトナハウスもガレージアパート

『GLB』を引っ提げてブース出展しました。
　多くのカスタムカーやカスタムバイクがずらりと
並び、ステージではオールディーズやラップの生バ
ンドが演奏を続けるにぎやかなイベントです。デイ
トナハウスのブースにも途切れることなくお客様が
遊びに来てくれました。みなさんデイトナ本誌や
SNSなどの情報をフォローしてくれている人ばか
りで、実に深いところまで楽しい話ができました。
　今後も全国のモーターライフ系イベントを中心に
積極的に出店していきたいところです。デイトナハ
ウスクルーにお会いしたときは、気軽に声をかけて
くださいね。

PLUG IN SAPPOROに
デイトナハウスが出展! !

往年のアメ車やカスタムバイクが中心のイベントで
すが、ディフェンダーやバリバリにカスタムされた
タイプⅡといった欧州系の姿も。来場者は男性だけ
ではなく、女性や子供さんの来場者も多くアットホ
ームな雰囲気もPLUG IN SAPPOROの特長。

ステージ上のライブ演奏も独特の高
揚した雰囲気を作り出していました。

デイトナハウスのブースには、デイトナ本誌やSNSを定期購読してくれて
いるお客様が、ひっきりなしに遊びに来てくれました。札幌にも個人宅のデ
イトナハウスや賃貸のGLBを建ててほしいという声も多く、大都市の愛車
格納事情のむずかしさも生の声で実感することができました。

北海道のカーガイにデイトナハウスの魅力を伝導! !
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